合成ポリマーワックス市場は2032年までに466億7000万米ドルに達すると予測されています
世界的なインフラ開発は、塗料やコーティング、インクの需要を生み出しており、予測期間中に世界の合成ポリマー市場の成長にプラスの影響を与えると予想されます。さらに、FDA(食品医薬品局)は、予測期間中に合成ポリマーワックス市場の成長を急増させると予測される主要な要因である食品包装業界での合成ポリマーワックスの使用を承認しました。
世界の合成ポリマーワックスの市場規模は、2023年に298億3000万米ドルと評価され、2024年の313億5000万米ドルから2032年までに466億7000万米ドルに成長し、予測期間(2025年から2032年)の間に5.1%のCAGRで成長する態勢を整えています。
無料サンプルレポートを入手: https://www.skyquestt.com/sample-request/synthetic-polymer-waxes-market 
合成ポリマーワックス市場セグメント分析
世界の合成ポリマーワックス市場は、タイプ、アプリケーション、最終用途産業、地域別に分類されています。 
· タイプに基づいて、市場はホモポリマーワックス、ポリエチレンワックス、ポリプロピレンワックス、フィッシャートロピッチワックス、共重合体ワックス、エチレン酢酸ビニルワックス、エチレンアクリル酸ワックスなどに分割されます。 
· アプリケーションに基づいて、市場は潤滑、湿潤および分散、表面改質、保持などに分割されます。 
· 最終用途産業に基づいて、市場は自動車、建設、プラスチック、塗料およびコーティング、繊維、紙および包装などに分割されます。 
· 地域に基づいて、市場は北米、ヨーロッパ、アジア太平洋、ラテンアメリカ、中東およびアフリカに分割されます。  
自動車・包装セクターが消費をリード
自動車業界では、アンダーボディコーティング、潤滑剤、保護外装仕上げなどの用途にポリマーワックスが使用されています。同時に、包装業界では、特にリサイクル可能で持続可能な包装材料への世界的なシフトに伴い、食品安全コーティング、紙ラミネート、ホットメルト接着剤に使用する合成ワックスの採用が続いています。
合成ポリマーワックス市場地域別洞察
· アジア太平洋地域は、世界最大の合成ポリマーワックス市場シェアを保持しており、この傾向は予測期間中も続くと予想されます。アジア太平洋地域市場の成長を牽引する主要な側面には、包装、建設、化粧品などの最終用途からのワックスの需要の成長が含まれます。 
· 地域全体での建設活動の増加は、予測期間中の市場の成長に大きく貢献するホットメルト接着剤の需要を増加させます。さらに、技術の進歩は、予測期間中の業界の成長に貢献する別の側面です。 
· さらに、この地域には、市場の成長にプラスの影響を与える、小規模および大規模なさまざまなパーソナルケアおよび化粧品メーカーの存在も保持しています。 
· したがって、中国やインドなどの地域の主要経済圏全体での化粧品および包装製品の生産、消費、輸出の増加は、予測期間中に市場の成長にプラスの影響を与える可能性があります。
ポリマーブレンドとバイオベースの代替品の革新
メーカーは、ポリマーのブレンドと共重合技術を通じてワックス特性をカスタマイズすることに注力しています。これにより、印刷インキ、電子機器、テキスタイルなどの新たな用途が開かれました。さらに、性能を損なうことなく規制および環境基準を満たすためのバイオベースおよびハイブリッドワックスの代替品を開発するための研究開発投資が増加しています。
新興国経済の力強い成長
アジア太平洋地域の国々、特に中国とインドでは、工業化の進展、消費財の生産の増加、インフラ開発が進んでいます。これにより、塗料、コーティング、接着剤に含まれるポリマーワックスの需要が高まっています。また、この地域は主要な製造ハブとして浮上しており、グローバルプレーヤーを引き付けて事業を拡大しています。
合成ポリマーワックス市場のトッププレーヤー
· BASF SE (ドイツ) 
· Clariant International Ltd.(スイス) 
· Honeywell International Inc.(米国) 
· Evonik Industries AG(ドイツ) 
· The Lubrizol Corporation (アメリカ) 
· Dow Inc.(米国) 
· DuPont de Nemours, Inc.(米国) 
· Innospec Inc.(米国) 
· エクソンモービルコーポレーション(米国) 
· 3M社(米国) 
· 三井化学株式会社(日本) 
· LG Chem Ltd.(韓国) 
· SCG Chemicals Co., Ltd.(タイ) 
· ベーカーヒューズカンパニー(米国) 
· トレコラリソース(米国) 
· Croda International Plc (イギリス) 
· 花王株式会社(日本) 
· Sasol Limited(南アフリカ) 
· Wacker Chemie AG(ドイツ) 
· Arkema S.A. (フランス)
合成ポリマーワックス市場 最近の動向
· 2021年8月、Sasol LimitedはDKSH Management Limited(スイス)と、ヨーロッパ市場におけるSasolの化学品およびワックス製品のマーケティング、流通、物流に関する販売契約を締結しました。
· 2021年3月、Turtle Waxはインドでハイブリッドセラミックグラフェンペーストワックスを発売しました。新しいグラフェンペーストワックスは、ブランドの特許出願中のグラフェン技術を使用しています。Turtle Waxは、二酸化ケイ素、セラミック、グラフェンを注入する10種類のワックスをブレンドしたものであると主張しています。
合成ポリマーワックス:主な市場動向
· 化粧品業界やパーソナルケア業界は、より多くの人々が自分の見た目を改善し、美しく見えるように努力するにつれて急速に拡大しています。合成ポリマーワックスの市場は、ソーシャルメディアの支配の拡大と、特に南アジア諸国でのプラットフォーム上で美しく見えるという願望によってさらに促進された拡大によって大きな影響を受けています。
· パラフィンは、高い吸熱能力と保温能力を備えています。パラフィンは融点が低いため、火傷を負うことなく皮膚に塗布できます。その結果、パラフィンバスは、血液循環を改善し、関節痛を和らげる最も効果的な方法の1つです。
レポート全文を見る: https://www.skyquestt.com/report/synthetic-polymer-waxes-market 
